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２２年度第１四半期決算の概要



決算の状況

1

１０年度第１四半期

実績 前年
同期比

４７８ ＋４

＋４３

△４
△３

＋４６

△２

△７

＋５２

実質業務純益※1 ７２７ ＋３５ ６５５ △７２ ２０８ ＋４４ ３１．８％

△２

＋３

△２６

＋２２

△１０

＋２

△５

４１８

３３０
３３
５０

２１０

△７

２１５

１５８

２３

△１４

１７５

△６

１０２

１６

前期比

△６０

△４７

△６
＋４

△４７

＋２５

△２８

△ ４３

△２５

△４５

△３

△５

△４

△２１

△７４

前期比

１０年度
計画 進捗率

（年度ﾍﾞｰｽ）

△１９３ １，８００

１，４７３

１，２８７
１６１

５

８１８

５５

６００

６５０

１０４

２６

５００

０

３００

１５９

＋３３

２６．６％

２８．４％

２５．６％
２０．５％

１，０００．０％

２５．７％

△１２．７％

３５．８％

２４．３％

２２．１％

△５３．８％

３５．０％

－

３４．０％

△４
△１５
＋５１

△２

△７２

＋１０７

△１６

△３８

＋２０４

＋３３６

＋６

＋１９３

△１１０ １０．１％

【静岡銀行単体】
(億円)

０９年度
実績

経常収益 １，８６０

経 費 （△） ７９３

基礎的業務純益※2 ６７５

不良債権処理額 （△） １４９

当期純利益 ３２１

与信費用 （△） ２３３

特別損益 ４

業務粗利益 １，５２０

うち資金利益
うち役務取引等利益・特定取引利益
うち国債等債券関係損益

１，２９３
１５７

５２

一般貸倒引当金繰入額（△） ８３

業務純益

経常利益 ５０５

６４３

株式等関係損益 ２９

＋３

＋３１

＋４

前年
同期比

１０４

１８９

５５１

実績

１０年度第１四半期
１０年度

計画
０９年度

実績

【連結】

前期比

３０７

５３７

２，０８０

△２１

△２

△６５

３３．９％

３５．２％

２６．５％

進捗率
（年度ﾍﾞｰｽ）

＋１９７

＋３３９

△１７７

前期比

２，１４５経常収益

５３９経常利益

当期純利益 ３２８

(億円)

２期連続減収

６期連続増益
過去 高

２期連続減収

３期振り増益

３期振り増益
過去 高

３期振り増益

３期振り増益

※1 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額 ※2 基礎的業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益

３期振り増益



25,45725,41624,764

19,77119,997
19,046

08年度第1四半期 09年度第1四半期 10年度第1四半期

銀行全体 うち静岡県内

【中小企業向け貸出金】 平残 ２兆５，４５７億円

前年同期比＋４１億円増加 （年率＋０．２％ ）

※保証協会利用状況 平残 ７，２３５億円

【個人向け貸出金】 平残 ２兆１，３２４億円

前年同期比＋１，０４２億円増加 （年率＋５．１％ ）

62,29362,981

59,407

42,34042,224
39,521

28.3%

29.1%
28.9%

08年度第1四半期 09年度第1四半期 10年度第1四半期

銀行全体 うち静岡県内

※公社･ｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝを含まない （億円）

公共向け
(中央政府を含む)

△37

【増減額内訳（前年同期比）】 （億円）

（億円）

個人
＋1,042

中小企業
＋41

１０年度第１四半期の総貸出金残高（平残）は

６兆２，２９３億円と前年同期比△６８８億円の

減少
＋＋116116

△688

県内金融機関におけるシェア※（末残）

21,324
20,282

19,065

17,484
16,704

15,845

08年度第1四半期 09年度第1四半期 10年度第1四半期

銀行全体 うち静岡県内

＋41

＋＋780780

＋1,042

△△226226

（億円）

総貸出金残高（平残）の推移

貸出金（平残）の増減内訳 うち中小企業向け貸出金残高（平残）の推移 うち個人向け貸出金残高（平残）の推移

貸出金

2

大・中堅企業
△1,097

海外
△637

△
６
８
８



与信費用

28

68

48

0

50

100

150

06年上期 06年下期 07年上期 07年下期 08年上期 08年下期 09年上期 09年下期

10億円以上

5億円以上10億円未満

3億円以上5億円未満

1億円以上3億円未満

1億円未満

（参考）与信残高金額階層別の個別貸倒引当金繰入額推移

（億円）

155

83

55

26

0.24%

0.37%

0.07%

0.13%
0.09%

0.55%

05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度（予想）

うち一般貸倒引当金繰入額

与信費用比率

与信費用・与信費用比率の推移

※与信費用＝ 不良債権処理額 ＋ 一般貸倒引当金繰入額
与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残
07年度以降の不良債権処理額には信用保証協会責任共有制度に関する
偶発損失引当金繰入額等を含む

（億円）

47 40

75

343

233

3

与信残高10億円未満先の不良債権
処理費用は40～70億円で推移・一般貸倒引当金＝債権残高×予想損失率

・予想損失率＝貸倒実績率×平均残存期間
例)消費者ﾛｰﾝ（21年度）

⇒平均残存期間11.04年を適用

34

43

73

34

51

133

53

87

159
（16）

与信費用：10年度第１四半期 16億円（前年同期比△5億円）

一般貸倒引当金繰入額 △７億円（前年同期比 △７億円）

不良債権処理額 ２３億円（ 〃 ＋３億円）うち個別貸倒引当金繰入額２０億円

（△7）

＊（ ）は第1四半期



07年度 08年度 09年度

＋693
（＋506）

＋892
（＋580）

△765
（△532）

2,082

△706
（△600）

＋977
（＋801）

△764
（△695）

1,955 2,295

10年度第1四半期

新規発生
（うち格下）

＋197
（＋181）

オフバランス化
（うち破綻懸念先以下）

△149
（△131）

リスク管理債権 2,342

延滞なし
78%

延滞 22%

178億円（7.6％）

2,022億円（86.3％）

142億円（6.1％）

2,342億円

１０年６月末のリスク管理債権の総額 ２，３４２億円（１０年３月末比＋４７億円）

リスク管理債権の割合 ３．７２％（同 ＋０．０８ポイント）
・部分直接償却を実施した場合の２２８億円と、信用保証協会の保証付貸出金の１，２３３億円を控除した
場合のリスク管理債権総額８８１億円、実質的なリスク管理債権の割合１．４１％（同＋０．０３ポイント）

リスク管理債権の状況（単体ベース）

リスク管理債権の内訳

不良債権のオフバランス化

リスク管理債権

4

実質的なリスク管理債権

881億円

1,233億円

228億円

2,342億円

＋47

破綻先債権

延滞債権

3カ月以上延
滞・貸出条件

緩和債権

部分直接償却額

信用保証協会
保証付貸出金

実質的なリスク管理債権

【リスク管理債権比率】

1.4１％

〔131億円の内訳〕 （億円）

0債権売却

0直接償却

34本人弁済・預金相殺

35格 上

62担保処分・代位弁済

（億円）



4,216 3,695

2,388 2,063

6,784 6,331

1,024
821

5,853

3,377

10年3月末 10年6月末

国債

地方債

社債

株式

その他

有価証券

１０年６月末の有価証券残高 １兆６，２８８億円（１０年３月末比 △３，９７７億円）

１０年６月末の有価証券評価損益 １，１５１億円（同 △ １８１億円）

うち株式評価損益 ８３７億円（同 △３０８億円）

（億円）
△△3,9773,977

１０年３月末 １０年６月末

平均残存期間(円貨) ４．７３年 ４．０８年

有価証券評価損益 １，３３２億円 １，１５１億円

うち株式 １，１４５億円 ８３７億円

日経平均株価

平均残存期間(外貨) ２．６０年 ０．７９年

１１，０８９.９４円 ９，３８２.６４円

20,265

16,288

有価証券残高の推移 債券平均残存期間・有価証券評価損益の推移

5

公社公団債
1,320(＋39)

その他金融
機関債等

4,759(＋113)

政府保証債
252(＋8)

その他３，６９５億円の内訳
(前期比△５２２億円)

投資信託
317(△6)

邦貨外国証券
169(＋1)

外貨外国証券
3,117(＋71)

その他92
(＋1)

社債６，３３１億円の内訳
(前期比△４５３億円)

※（ ）内は評価損益

１０/３比（簿価）

△１６

△３

△４６９

（評価損益）

△１

０

＋６５

１６６フレディマック

２，６３６ジニーメイ

１７ファニーメイ

モーゲージ債の内訳

（億円）



19,188
18,52218,310

14,945

14,389

13,723

08年度第1四半期 09年度第1四半期 10年度第1四半期

国内店 静岡県内

１０年度第１四半期の預金等残高（平残）は
7兆５，６１５億円と前年同期比＋１，３４０億円
（年率＋１．８％）の増加

【国内営業店】 平残 ７兆４，０１９億円
（前年同期比＋１，３１７億円増加・年率１．８％）

【うち県内預金】 平残 ６兆４，２８４億円
（前年同期比＋１，１７６億円増加・年率１．９％）

【うち個人預金】 平残 ５兆１，６２５億円
（前年同期比 ＋６３４億円増加・年率１．２％）

【うち法人預金】 平残 １兆９，１８８億円
（前年同期比 ＋６６６億円増加・年率３．６％）

73,430
74,275

75,615

71,582
72,702

74,019

61,318

63,108

64,284

26.3%26.3%

26.1%

08年度第1四半期 09年度第1四半期 10年度第1四半期

銀行全体 国内店 静岡県内

（億円）

～～

＋＋1,3401,340

県内金融機関におけるシェア※（末残） ＋＋1,3171,317

預金等残高（平残）の推移

うち個人預金残高（平残）の推移 うち法人預金残高（平残）の推移

51,625
50,991

49,865

47,334
46,644

45,513

08年度第1四半期 09年度第1四半期 10年度第1四半期

国内店 静岡県内

（億円） （億円）＋634

＋＋690690

＋666

＋＋556556

【増減額内訳（前期同期比）】 （億円）

預金等（平残）増減額の内訳

＋
１
，
３
４
０

海外
△464

預金

金融･公金
＋16

個人
＋634

法人
＋666

＋＋1,1761,176

※全業態(ゆうちょ銀行は含まない)

6

オフショア
＋488



預貸金利回り

１０年６月（単月）の預貸金利回り差は１．６２％で、１０年３月（単月）と比べ同水準にて推移

円貨貸出金・預金構成の変化（単月比較）

〔10年3月〕 〔10年6月〕 （兆円、％）

平残（構成比） 利回り 平残（構成比）

（100.0） １．７４ ６．１

４．５

２．９

１．５

１．６

７．３

３．８

３．０

１．６７（ 73.7）

（ 46.8）

（ 25.4）

（ 26.3）

（100.0）

（53.9）

２．０８

０．８６

１．９１

（41.3）

０．１２

０．０２

６．１

０．２４

（100.0）

４．５ （73.8）

（47.3）

（25.2）

（26.2）

（100.0）

（52.6）

（41.4）

短ﾌﾟﾗ・新長ﾌﾟﾗ

基準
２．９ ２．０７

預 金 ７．２ ０．１０

流動預金

定期性預金

３．９ ０．０２

市場連動 １．６

固定金利 １．６ １．８８

３．０

利回り

１．７２

１．６６

０．８２

０．２１

貸出金

変動金利

＋＋ １．６２１．６２〔預貸利回り差〕 ±０

※預金はNCDを含む

＋１．６２＋１．６２

貸出金利（月中平均）の推移

うち企業規模別法人貸出金利の推移

7

1.75 1.74 1.74 1.73 1.72
1.76

1.96 1.94

1.88
1.84 1.86 1.84

1.82
1.79 1.79 1.78 1.78

1.77 1.76

1.531.541.551.551.551.56

1.77
1.75

1.67 1.65 1.65
1.62 1.61 1.60 1.60 1.59 1.59 1.58 1.57

2.06 2.05 2.05 2.05 2.052.07

2.31 2.30

2.26

2.22 2.21 2.20
2.17

2.12 2.11 2.10 2.09 2.09 2.08

08/12月 09/3月 6月 9月 12月 10/3月 6月

（％）

法 人

個 人

～～

政策金利 0.10％

0.30％

全 体

1.33
1.30

1.25 1.24 1.23

1.19
1.16 1.15 1.14 1.13 1.13

1.11

1.08 1.07
1.04 1.03 1.03 1.02

1.00

1.83 1.83 1.83 1.82 1.81

2.03
2.01

1.93
1.91

1.89
1.87 1.86 1.86 1.86 1.85 1.85 1.84 1.84 1.83

08/12月 09/3月 6月 9月 12月 10/3月 6月

（％）

大･中堅企業

中小企業

～～

△△0.0.0202

△△0.00.022



4,183
4,199

4,107

5,402132

160
145

3,208
3,029

52,071
51,221

50,473

7
7

12

311

337
331

4,275

5,453
2,486

09年3月末 10年3月末 10年6月末

（億円）

公 共 債

外貨預金

１
１
，
４
１
３
億
円

１
２
，
９
９
４
億
円

譲渡性預金

61,898

１０年６月末の静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む個人預り資産残高 ６兆５，０７１億円（１０年３月末比 ＋４９３億円）

うち円貨預金および譲渡性預金を除く個人預り資産残高 １兆２，９９４億円（同 △３５６億円）

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券

△179

個人年金保険※

△51

個人預り資産（末残）の推移

預り資産

8

円貨預金

+850

※個人年金保険は残存する契約の残高

投資信託

64,578

１
３
，
３
５
０
億
円

△△356356

投資信託・保険の販売額

（億円）

752

470 503

219
335

445

512
479

411
(203)

550
(294)

581

432

648

553

07年度上期 07年度下期 08年度上期 08年度下期 09年度上期 09年度下期 10年度上期(予想)

個人年金等

投資信託(静銀ﾃｨｰｴﾑ証券含む）

投資信託・保険販売手数料の推移

（億円）

19

14
13

10

31

17

20

14(7)14

7

16(9)16

2626

07年度上期 07年度下期 08年度上期 08年度下期 09年度上期 09年度下期 10年度上期(予想)

保 険

投資信託
（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む）

65,071
※（ ）は第1四半期

※（ ）は第1四半期



経費

１０年度第1四半期 ２１０億円（前年同期比△２億円削減）、OHR（単体） ５０．２％

投資信託・保険の販売額

325 331

407 421

327(82)309(83）

448(110)440(110)

45 44 45(19) 43(18)777 796 793(212) 818(210)

56.9%
53.5%

52.2%

50.2%

07年度 08年度 09年度 10年度(予想)

税金

物件費

人件費

ＯＨＲ

07年度 08年度 10年度上期
（予想)

物件費 ４０７ ４２１ ４４０ ２２４

７３

４０

１１１

１１０

事務委託･外部委託費 ７５ ７９ ８０ ２０

システム関連 １２３ １３０ １４４ ３３

その他 ２０９ ２１２ ２１６ ５７

09年度 10年度
第1四半期

経費およびＯＨＲの推移

〔ご参考〕人員の推移

物件費の推移
（億円）

７，１８０

２，５４０

２，７５０

４，６４０

４７０

９６３

１１５

７５２

２，１６５

２，９２５

11年3月末
（予想）

うち行員 △２１０３１８３２５

△７５４１，５２０１，５０６営業店バック・アシスト

うち行員 ＋１８３１，９９１１，９８２

＋２４０２，７４２２，６８５営業店フロント

うち行員 △６４５６５５３４

△１３３１，０１３１，０９６本部・融資業務ｾﾝﾀｰ･その他

＋６１３１，８７４１，９２７グループ会社等 計 （B）

△６４７５，２７５５，２８７銀行全体 （A）

７，１４９

２，８７４

10年
3月末

△９１２，８４１うち行員

△３４

（09年
3月末比）

７，２１４

09年
3月末

グループ総人員 （A＋B）

※臨時雇、派遣社員等を含む

（億円）

（人）

9

※（ ）は第1四半期



13.29%

12.99%
12.76%12.63%

13.42%
13.76%

14.06%

14.37%

15.50%
15.32%

14.12%
14.70%

12

14

16

08年3月末 09年3月末 10年3月末 10年6月末

自己資本比率

１０年６月末のバーゼルⅡによる自己資本比率 １５．５０％（前年度末比＋０．１８ポイント）

ＴｉｅｒⅠ比率 １４．３７％、中核自己資本比率 １３．２９％

ＢＩＳ自己資本比率（連結ベース）
（％）

08年

3月末

09年

3月末

10年

6月末

６，２３４ ６，８３９

６，３４３

５，８６５

６０７

４４，１１５

４０，８６５

２２９

３，０２１

-

６，０７８

５，６３３

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅱ ７９１ ２９１ ６７６ △６９

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ
相当額に係る額

２，８３７ ２，９５４ ３，０２１ ０

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 ４４，２３２ ４４，１４８ ４４，８８９ △７７４

マーケット・リスク相
当 額 に 係 る 額

２２０ ２４８ ２０５ ＋２４

信 用 リ ス ク ・

アセットの額
４０，８９５ ４０，９４６ ４１，６６３ △７９８

－

６，５０４

５，９３８

５，５８９

２８０

10年

3月末

10年

3月末比

自 己 資 本 ６，８７８ △３９

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ

フ ロ ア 調 整 額

６，３１４

５，８３３

－

＋２９

＋３２

－

うち中核自己資本

（億円）

【参考】中核自己資本比率=TierⅠ-繰延税金資産相当額※

※その他有価証券評価差額金等対応分を除く

自己資本およびリスク・アセット等の推移

8.37％6,683億円559億円

アウトライヤー比率TierⅠ＋TierⅡ銀行勘定の金利リスク量

アウトライヤー比率（単体ベース）

10

中核自己資本比率

ＴｉｅｒⅠ比率

ＢＩＳ自己資本比率



株主還元の状況
０９年度１株当たり配当額（１３円）は地銀 高水準（配当性向２８.２０％、配当利回り１.５９％）

１０年度についても、「配当性向２５％程度かつ大手地銀 高水準」の配当維持を目指し、市場動向、業績等を
勘案して決定する方針のもと、１株当たり配当額（年間）１３円を予定

０９年度は５,０００千株、１０年度は１０,０００千株の自己株式取得を実施

06年度 07年度 08年度 09年度 10年度予想

１株当たり配当額（年間） １３.００ １３.００ １３.００ １３.００ １３.００（６.５０）

１.０３ １.４７ １.５９ ―配当利回り(配当/期末株価) １.１０

（ ）は中間配当額

06年度 07年度 08年度 09年度

９１ ９１

４０

１３１

３２１

２８.２０

４０.６４

－

９１

１２８

７０.８５

７０.８５

10年度
予想

９２ ８９

７６

１６５

３００

２９.７３

５５.０５

－

当期純利益④ ３６３ ３５２ ２，４７８（累計）

９２

２５.３９

２５.３９

00～09年度実績
（10年間）

年間配当額① ９１

１２６

２１８

２５.９６

６１.８２

６８７（累計）

自己株式取得額② ７９８（累計）

株主還元額③＝①＋② １，４８６（累計）

配当性向①/④×100 ２７.７４（平均）

株主還元率③/④×100 ５９.９６（平均）

（単位：億円、％）

配当額の推移

株主への利益配分の状況

11

（単位：円、％）



参考資料



業務粗利益・業務純益の長期的トレンド

０９年度は業務粗利益、業務純益とも過去 高益を計上

業務粗利益、業務純益とも安定的な伸びを示している

業務粗利益の推移（04～09年度） 業務純益の推移（04～09年度）

60

80

100

120

140

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

静岡銀行 横浜銀行 千葉銀行 福岡銀行

60

80

100

120

140

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

静岡銀行 横浜銀行 千葉銀行 福岡銀行

（04年度＝100）

（04年度＝100）

当期純利益の推移（04～09年度）

0

40

80

120

160

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

静岡銀行 横浜銀行 千葉銀行 福岡銀行

（04年度＝100）
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貸出金と県内シェア推移

０５年度からの５年間において、総貸出金平残は＋１２，５８９億円増加。県内は＋８，２９３億円

（うち中小企業向け貸出金平残＋４，６１２億円、消費者ローン平残＋６，５７６億円）

中小企業向け貸出金残高（平残）の推移

（億円）

20,0594,041
4,530

5,138
5,631

18,744

19,499

18,019
17,305

16,908

5,5025,904

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

うち静岡県内

20,949
21,835

23,157
24,375

25,403 25,561

15,119

16,107
16,965

14,043

12,914

11,966

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

うち静岡県内

14,164

15,281

16,727

18,192

19,553

20,740

消費者ローン残高（平残）の推移

（億円）

総貸出金平残の推移

（億円）

38,585 40,660 42,411
34,118 35,109 36,853

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

うち静岡県内

50,163 51,862
54,955

57,913
61,432 62,752

県内貸出金シェアの推移

26.0% 26.5% 27.3%
28.9%

24.5% 23.9% 23.9%

10.0% 9.8% 9.4% 9.2% 9.0% 8.0%

29.1%
28.0%

24.2%24.2%24.4%

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度
13

＋＋12,58912,589 ＋＋4,6124,612

＋＋6,5766,576

信用金庫

静岡銀行

メガバンク

＋＋8,2938,293

＋＋3,1513,151

＋＋4,9994,999



預貸金ギャップと債券投資の推移

14

預貸率・預証率の推移

79.8% 81.4%
85.3% 83.8%

19.8%

28.6%
31.3% 29.8% 29.6% 28.1%

25.5%

97.4%
102.2%

107.3%
109.6% 110.9%

113.3%
109.3%

73.5%
76.0%77.6%

99年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

預証率預貸率

預貸率＋預証率

全国銀行と比べて貸出金残高が堅調に推移し、預貸金ギャップが縮小する中で一定の円債残高を維持している

全国銀行の預貸金ギャップと円債投資残高の推移 静岡銀行の預貸金ギャップと円債投資残高の推移

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

預金

貸出金

預貸金ギャップ（右軸）

円債（右軸）

（億円）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

預金

貸出金

預貸金ギャップ（右軸）

円債（右軸）

（億円）



法人部門 ～地域密着型金融～

先進的な取組みを通じた揺るぎないﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟの構築
⇒シェアアップに結びついている

〔成約実績および融資実行額〕

ビジネス

マッチング

会員数（10年6月末）

875社、1,320名

ｾﾐﾅｰ5回、ｾﾞﾐﾅｰﾙ8講座ほか
のべ参加人数769名

経営改善支援
事業再生支援

〔事業再生支援完了件数〕

07年度 08年度 09年度

件数 19件 17件 20件 2件

10年度
第1四半期

15

07年度 08年度 09年度

実 績 822件 2,257件 2,595件

344億円

788件

10年度
第1四半期

融資額 439億円 323億円 72億円



個人部門 ～消費者ローンの増強～

2,197

2,367

2,683

3,073

3,446

3,775

11,966

12,914

14,043

15,119

16,107

16,965

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

県外

県内

豊橋ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ
開設

横浜ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ
開設

厚木ﾛｰﾝﾃﾞｽｸ
開設

１４店 ⇒ １５店 ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒⇒

７店

１８４人

１６店 ⇒

７店 ⇒

⇒２０８人

１６店 １７店

７店 ８店

２３０人２１８人

６店

１６７人 ⇒

⇒

ﾛｰﾝｾﾝﾀｰチ
ャ
ネ
ル ﾛｰﾝﾃﾞｽｸ

担い手

県外拠点拡大
名古屋ﾛｰﾝﾃﾞｽｸ

開設

消費者ローン残高（平残）の推移

固定・変動ミックス型住宅ローン（15年固定金利型）

固定・変動ﾐｯｸｽ型住宅ﾛｰﾝ（変動金利ｽﾀｰﾄ）

16

消費者ローン拠点の拡充、商品ラインナップの充実、 ２００名を超える専担者の

配置など営業推進体制を整備

住宅ﾛｰﾝ返済資金振替ｻｰﾋﾞｽ
返済条件変更期間付住宅ﾛｰﾝ「5年の安心」

（億円）

14,164

15,281

16,727

18,192

19,553

20,740

＋＋1,1871,187
年率年率6.16.1％％



海外進出サポート体制

投資信託・保険の販売額

欧州静岡銀行

香港支店

シンガポール

駐在員事務所

静岡県
ロスアンゼルス支店

ニューヨーク支店

上海駐在員事務所

欧州
164事業所

アセアン諸国
約310事業所

北米
169事業所

中国
395事業所

829

1,074 1,085
1,158

1,213
1,264 1,285 1,261

655 675
731 781 822 848

03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年

静岡県内企業の海外進出状況

うちアジア

海外進出事業所数

中国建設銀行・ﾊﾞﾝｺｸ銀行
ｸﾚﾃﾞｨ ｱｸﾞﾘｺﾙ ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ ｱﾝﾄﾞ ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ ﾊﾞﾝｸ

〈海外金融機関との業務提携〉

17

当行の海外拠点とサポート体制

（出所）静岡県経済産業部

アジアをはじめとする海外へ地域企業が進出

地域金融機関としての海外進出サポートのビジネスモデルを確立し、競争力を強化



ＩＴ戦略

０４年度からシステム基盤のオープン化などITインフラ整備に計画的に取組み ⇒ 生産性の向上へ

投資信託・保険の販売額

●回線・・・広域イーサネット網（06年７月）
●情報・・・セキュリティ対策強化（06年6月）

●クライアント・・・オープンプラットフォーム化（06年6月）

●新営業店システム全店展開（08年3月）

●融資支援システム（S-navi）再構築（08年8月）
●営業支援システム（S-prit）との一体化（08年5月）

●融資業務センターの設置（07年1月）

●統合データベースの整備開始（09年5月～）
●オープン系システムの共通インフラ整備開始（09年5月～ ）

イメージ等の大容量データへの対応
情報漏洩・ｳｲﾙｽ感染防止等の強化

営業店BPR（ｼｽﾃﾑ化・標準化・集中化）の推進
（フロント特化型店舗の実現）

融資業務の効率化

情報の標準化・スピードアップ
情報鮮度の向上

マーケティング高度化、商品提供支援機能等の強化
次世代店頭体制、チャネル間情報連携の実現

会計・リスク・収益・人事等のマネジメント情報の一元化
●経営管理基盤の構築

●金融商品販売ｼｽﾃﾑの構築（10年下期）→ＣＲＭへの発展
●諸届受付処理のﾜｰｸﾌﾛｰ化（10年下期）→ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑへの発展
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05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 ・・・・・・

システム基盤のオープン

営業店事務処理の抜本的改革

融資・渉外業務の抜本的改革

全体 適化に向けた基盤の整備

経営戦略実現に繋がるIT機能の提供

ＩＴ戦略の推進
●高水準の生産性 ●顧客ｻｰﾋﾞｽ意思決定のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ ●経営自由度の確保 ●ｺｽﾄ競争力の強化

ＩＴガバナンスの強化
●三位一体の組織運営 ●ＩＴの見える化 ●投資コントロール ●リスク極小化



グループの状況

グループ事業価値の持続的な成長

「企業の社会的責任」「地域との一体化」営業エリアの広域化

地域シェアの拡大

経営システムの標準化
戦略的資本政策の展開

個人市場個人市場
〈〈金融サービスのワンストップ化金融サービスのワンストップ化〉〉

県
内
外
の
金
融
機
関

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
）

カ
ー
ド
会
社

消

費

者

金

融

親
密
証
券
会
社

ア
ラ
イ
ア
ン
ス

親
密
信
託
銀

静
岡
保
険
総
合
サ
ー
ビ
ス

親
密
な
一
般
事
業
会
社

ア
ラ
イ
ア
ン
ス

静岡銀行

規制緩和された金融業務

カード

静銀ﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ

静銀ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ

ローン保証

静銀信用保証

証券

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券

保険
保険商品の全面解禁

信託
信託業務の
取扱範囲の拡大

法人市場法人市場
〈〈新産業の創出・創業支援から企業再生まで新産業の創出・創業支援から企業再生まで〉〉

静
岡
経
済
研
究
所

親
密
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク産

学

官

新産業の創出・創業支援

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ

ベンチャーキャピタ
ル 静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ

総合ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ビジネスマッチング

静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ＩＴシステム

静岡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ

リース

静銀リース

起債・引受

欧州静岡銀行
静銀ﾃｨｰｴﾑ証券

株式公開支援

静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ

企業再生

静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

静岡銀行

静
岡
不
動
産

親
密
な
一
般
事
業
会
社

グループの一層の効率化・コスト競争力の強化へ
規制緩和による外部収益の拡大へ（事務の受託業務）

グループの基盤を支える会社 静銀ビジネスクリエイト 静岡モーゲージサービス 静銀総合サービス

メガバンク等 県内外の地域金融機関等

アライアンス
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本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績

を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意

ください。

〔本件に関するご照会先〕

株式会社 静岡銀行 経営企画部ＩＲ担当（梅原）

ＴＥＬ：０５４－２６１－３１３１（代表）

０５４－３４５－１１１６（直通）

ＦＡＸ：０５４－３４４－０１３１

Ｅ‐ｍａｉｌ：kikaku@jp.shizugin.com
ＵＲＬ：http：//www.shizuokabank.co.jp/


